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第 20 回アジア競技大会(2026/愛知・名古屋) 
公式マスコットデザイン案に関する意見募集について 

 

 愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会では、第 20 回アジア競技大会の

公式マスコットのデザイン案を募集し、一般からの意見募集の結果も参考としながら、

外部有識者で構成するマスコット選定委員会で、複数の候補案を１案に絞り、理事会に

諮り決定・発表することとしております。 

このたび、応募総数 264 点の中から、選定委員会による審査および商標等の調査を経

た候補案（３点）について、選定委員会の最終案の審査の参考とするため、一般からの意

見募集を行います。 
 

記 
１ 意見募集の期間（受付期間） 
   2024 年５月１０日（金）から５月１６日（木）正午まで 

２ 意見募集の対象（候補案） 詳細別添 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

※Ａ～Ｃの順番は応募受付順によるもの 

愛知県政記者クラブ・名古屋市政記者クラブ・ＪＳＰＯ記者クラブ・
ＪＯＣ記者会 同時 

2024 年５月 10 日（金） 
(公財)愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会 
ブランド・チケッティング課ブランドグループ（発表資料 
に関すること） 
担当：森、廣瀬 
電話：052-746-9607（直通） 

広報メディア課広報グループ（その他大会に関すること） 
担当：金井塚、加藤 
電話：052-951-2026（代表） 

ウェブサイト：https://www.aichi-nagoya2026.org/ 
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３ 提出方法 
 ・「愛知・名古屋 2026 アジア競技大会マスコットデザイン募集サイト」の意見募集フ

ォームから提出（提出は、一人１回まで） 

（https://ag2026-mascot.jp/) 

 

 

４ 募集する意見の内容 

（１）作品の印象 
・以下の項目から該当する作品の印象を選択（複数選択可） 

 
 
 
 
 
 
 

（２）その他の意見・感想など（類似デザインの情報等を含む） 

（３）意見提出者の住所（市町村まで）、年代 
 

５ 情報の取り扱い 

  ・提出されたご意見については取りまとめの上、マスコット選定委員会の審査資料

として活用し、デザインの決定後に公開します。 
   

６ スケジュール（予定） 

  2024 年４月４日 デザイン案の応募受付期間終了（応募総数２６４点） 

４月８日 選定委員会において候補案（３点）を選定 

５月10日 候補案（３点）について一般からの意見募集を開始 

５月16日          〃           終了 

５月下旬 選定委員会において最終案（１点）を選定 

６月中旬 最終案（１点）を理事会に諮り決定・発表 

 

７ 意見募集に関する問い合わせ先 

  愛知・名古屋 2026 アジア・アジアパラ競技大会マスコット募集事務局 

  電 話：０５０－３６４４－３６４６（受付時間／平日 10:00～18:00） 

  メール：info@ag2026-mascot.jp 

  

□愛知・名古屋大会のコンセプトや大会スローガン等、大会の理念を踏まえている。 

□多くの人に愛され幅広い支持を得られるデザインである。 

□愛知・名古屋らしさを感じることができる。 

□オリジナリティにあふれ、個性的である。 

□デザインとして優れている。 

□国際スポーツ大会の象徴としてふさわしいデザインである。 

愛知・名古屋 2026 アジア競技大会 
マスコットデザイン募集サイト 
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別添 
 

候補案Ａ 
 

                                       ※Ａ～Ｃの順番は応募受付順によるものです。 

 

【プロフィール】 

スポーツを具現化した、いわゆるスポーツの妖精。スポーツをする人々の気持

ちから作り上げられた。元は形が定まっていない抽象的な存在であり、実は自在

に形を変えられる。自らスポーツをしていくうちに、人間や愛知・名古屋の魅力

に気づき、人間らしさ、愛知・名古屋らしさを取り入れるよう、自ら作り上げた

のが現在の形である。 

 

【制作意図】 

スポーツらしさ、愛知・名古屋らしさといったイメージが伝わりやすく、分か

りやすい、モノクロでも伝わるように極限までシンプルなデザインにしました。

大会ロゴマークのニュアンスを引き継ぎ、曲線をメインにしたライン取りをして

います。なにより、スポーツをするのに無駄がないよう、人間に近い、でも人間

ではない特別なキャラに見えるようにしています。 
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別添 
 

候補案Ｂ 
 

                                       ※Ａ～Ｃの順番は応募受付順によるものです。 
 

 

【プロフィール】 

アスリートの心の奥底に宿る熱い炎が、アジア各地から愛知・名古屋に集結し

顕現した。第 20 回アジア競技大会(2026/愛知・名古屋)における各種目の魅力を

伝えるため、また人種や文化の違いを超え国際的なルールの下に展開されるスポ

ーツでの平和的国際交流の一助となるため、その使命を魂に帯びている。 

 

【制作意図】 

大きな目はアスリートが競技に挑む際のゾクッとするような目力をイメージ

しています。口がないのは「言葉の壁を超えて交流すること」を象徴しています。

また、目の周りの力強い赤い隈取が特徴です。この地方は戦国～江戸時代にかけ

て傾奇者文化が隆盛を極めた土地です。織田信長や前田利家、前田慶次、徳川宗

春など名だたる傾奇者は尾張に深い縁があります。現代の愛知・名古屋の最先端

の産業や技術を作り上げたのは、文武芸の面で結果を残す傾奇者を輩出してきた

この地域独特の気質です。赤い隈取は歌舞伎で正義や熱血を象徴しており、これ

は国際スポーツ大会に合致します。 
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別添 
 

候補案Ｃ 
 

                                       ※Ａ～Ｃの順番は応募受付順によるものです。 

 

【プロフィール】 

守護神として誕生。未だ成長途中。目は特別大きく、目標や未来を見通す。ま

た、隅々まで目を配ることができ、困っている人をサポートする優しさも持ち合

わせている。歩幅が短いので時間がかかるが、最後までやり通す一途で活発な子。

一歩一歩前進し、大会開催までにどこまで成長した姿を見せられるか。 

 

【制作意図】 

愛知の「愛」と「eye」を掛けて大きな目をキャラクターのメイン題材にしま

した。大きな目は選手たちの大きな目標を表し、観客にはその目標に向かって懸

命に戦っている姿を一挙手一投足見逃さず感動して欲しいという想いと、細かい

ことまで目を配り大会関係者・ボランティアが一体となって第 20 回アジア競技

大会(2026/愛知・名古屋)が盛り上がって欲しいという願いを込め、デザインし

ました。 
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＜参考＞ 

第 20 回アジア競技大会(2026/愛知・名古屋)マスコット選定委員会 

［委員長］ 廣
ひろ

村
むら

 正彰
まさあき

 氏（廣村デザイン事務所代表取締役） 

 ［ 委員 ］ 芦
あし

塚
づか

 倫史
ともふみ

 氏（中京大学准教授） 

 伊藤
い と う

 豊嗣
とよつぐ

 氏（名古屋造形大学学長） 

 遠藤
えんどう

 純二郎
じゅんじろう

 氏（公益財団法人日本オリンピック委員会  

TEAM JAPAN ブランドマネジメントディレクター） 

       田中
た な か

 里沙
り さ

 氏（事業構想大学院大学学長） 

       宮下
みやした

 浩
ひろし

 氏（グラフィックデザイナー） 

       外 アスリート委員３名 

        ※アスリートであり、デザインの決定・公表まで氏名は非公表とします。 

 


